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暖かな日差しとともに、あちこちで梅に続

き桜の開花も見られるようになってきました。

花粉症の時期と重なって、朝晩の気温差など

も要注意です。会員の皆様には体調管理に充

分 気を付けて下さい。今年度も多くの事故が

発生しております。安全適正委員会では事故撲滅に向け、

２８年度も様々な取組みを実施していきますので安全第一に徹して頑張りましょう。 

                     

                      

（賠償事故 2件発生） 

① 製品を積込むため、止めてあったフォークリフトを動かそうとサイドブレーキを緩めた時、少

し傾斜になっていたため、前方に止めてあったトラックの後方あおりにフォークの先が接触し

傷つけた。操作手順の再確認、操作中は前方及び後方に注視し作業を行うように注意喚起した。 

② 伐採作業中 道具を取りに行き、現場へ戻る途中 道路が凍結していたのでスリップし、 

反対車線沿いに転落した。幸い怪我はなかったが車は全損。冬の道路状況を 

把握し、凍結時は特にスリップ等に気を付け運転するよう注意喚起した。 

（傷害事故 1件発生） 

③ 工場駐車場より作業場へ向かって歩いていたところ、前日から降り積もった雪が凍結しており、

足を滑らせ転倒した。気象状況を踏まえ、路面状態には最大の注意を払うよう注意喚起した。 

                                     

      就業の安全確保及び適正化の促進を目的に、

新入会員４８名出席のもと安全適就業研修会を、１月２２日（金）北勢福祉センター2 階大会議室

に於いて開催しました。講師には公益社団法人 三重県シルバ―人材センター連合会事務局長 飛岡 

隆氏を招き「シルバー人材センターにおける安全・適正就業について」をテーマに解り易く解説し

て戴き有意義な研修会になりました。 

                     

                     

今期も企業における就業者の安全確保・適正就業の確

認および企業の責任者との情報交換を目的に、企業訪問

（ﾊﾟﾄﾛｰﾙ）を実施しました。訪問先のすべての企業で安

全就業に配慮していただいておりました。その一方で、

慣れに依って 無意識に振る舞う不安全行動が見られる

など、就業者サイドの問題点も浮き彫りになり、今後の

課題として浮上しました。 

                 

労働安全衛生法に基づく特別教育「刈払機取扱安全講習会」が、

除草班主催により２月１９日（金）行われました。 今期も、受講を希望する会員１１名参加のも

と、講師に林業・木材製造業労働災害防止協会 / 三重県支部 並木勝義氏を招き、安全就業に必要

な事柄を講義していただきました。後日「修了証」が授与されました。 
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傷害事故 １ ７ ３ 

賠償事故 ２ ４ １２ 

計 ３ １１ １５ 

パトロール実施日 企業就労先（訪問先） 

２月９日（火） (株)アクティオいなべ工場 

２月１０日（水） 月産業(有)三重出張所 

２月１６日（火） (株)A.T.A.いなべ工場 

２月２３日（火） メーキュー(株) 

 いなべ市シルバースローガン 

慣れた手も 緩んだ気持ちが 事故招く 
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企業訪問を実施（安全・適正パトロール） 

安全適正就業研修会（新入会員対象）開催報告 

刈払機取扱安全講習会の実施 


